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成人歯科健診は自治体間格差が大きい
◎15歳以上なら毎年受けられる
守口市・岬町
×40、50、60、70歳しか受け
られない
交野市・河内長野市・高石市・泉
佐野市・阪南市・富田林市・能勢
町・太子町・千早赤阪村

軍
拡
で
過
去
最
大
の
要
求
額

10
年
に
１
回
の
自
治
体
も

遺伝子情報に基づいた
歯科矯正治療の研究歯学研究が開く ⑯歯科のの未来

大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科

顎
顔
面
口
腔
矯
正
学
教
室

教
授　

山
城　

隆

口
の
難
病

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

大
阪
大
学
歯
学
部
附
属
病
院
は

一
般
の
矯
正
歯
科
治
療
に
加
え
、

顎
変
形
症
患
者
の
外
科
的
矯
正
歯

科
治
療
、
代
謝
性
の
疾
患
を
伴
う

患
者
や
、
口
腔
顎
顔
面
領
域
の
先

天
的
奇
形
を
伴
う
患
者
の
矯
正
歯

科
治
療
に
広
く
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
大
阪
大
学
大
学
院
で

は
、〝
口
の
難
病
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
〞
事
業
に
よ
っ
て
様
々
な
研
究

が
す
す
め
ら
れ
、
ま
た
、
大
阪
大

学
歯
学
部
附
属
病
院
は
、
口
唇
口

蓋
裂
患
者
の
一
貫
治
療
に
力
を
注

い
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
私
た

ち
は
口
や
顔
面
で
生
じ
る
先
天
性

疾
患
に
お
け
る
病
態
発
生
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
理
解
し
、
将
来
の
分
子

治
療
や
予
防
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
様
々
な
基
礎
研
究
に

力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
個
々
の
患
者
の
全

遺
伝
子
配
列
を
読
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
矯
正
歯
科
治
療

に
お
い
て
も
、
遺
伝
子
情
報
を
基

に
し
な
が
ら
治
療
を
行
う
機
会
が

増
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

の
よ
う
な
解
析
は
歯
学
部
内
で
完

結
す
る
の
で
は
な
く
、
学
内
学
外

の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
解

析
チ
ー
ム
の
支
援
に
よ
っ
て
実
現

し
ま
す
。

ゲ
ノ
ム
編
集
で

発
症
を
予
防

　

一
方
で
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
の
技

術
が
一
般
化
さ
れ
、
ヒ
ト
の
病
気

の
遺
伝
情
報
を
動
物
で
再
現
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
技
術
に
よ
っ
て
疾
患
モ

デ
ル
は
従
来
の
マ
ウ
ス
の
み
な
ら

ず
、
魚
や
カ
エ
ル
な
ど
に
お
い
て

も
容
易
に
作
成
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
以
前
と
比
べ
、
様
々
な

疾
患
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
解
析
に
よ
っ
て
様
々
な
病
気
の

理
解
が
従
来
と
比
べ
て
圧
倒
的
に

進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
モ
デ
ル
を
用
い
て
、
さ
ら

に
別
の
遺
伝
子
を
導
入
し
た
り
、

様
々
な
薬
剤
を
加
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
病
態
発
症
を
改
善
し
た
り
予

防
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ヒ
ト

に
応
用
す
る
た
め
に

は
、
ま
だ
い
く
つ
も
の

ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

が
ん
医
療
に
お
い
て

は
、
既
に
患
者
の
が
ん

の
遺
伝
子
情
報
に
基
づ

い
た
個
別
医
療
が
現
実

化
し
て
い
ま
す
。
近
い

将
来
、
私
た
ち
も
、
顎

顔
面
や
歯
の
疾
患
に
関

わ
る
の
遺
伝
情
報
を
有

効
活
用
し
た
包
括
的
な

治
療
や
、
病
態
発
生
の

予
防
が
実
現
す
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

大阪大学のゲノム編集センターのWEBサイト

歯
科
医
院
貸
与

【
住
所
】
大
阪
市
平
野
区
加

美
北
６
‐

14
‐
３
【
最
寄

駅
】
Ｊ
Ｒ
平
野
駅
【
設
備
】

チ
ェ
ア
３
台
、
パ
ノ
ラ
マ

【
面
積
】
１
１
９
２
㎡
（
約

36
坪
）【
金
額
】
１
年
目
20

万
円
、
２
年
目
20
万
円
＋
消

費
税
（

22
万
円
）
【
連
絡

先
】
協
会
新
聞
部

　
　
　
　
　

◇

　

協
会
は
紹
介
の
み
で
、
掲

載
内
容
の
確
認
や
条
件
な
ど

の
交
渉
は
当
事
者
間
で
お
願

い
し
ま
す
。

（
児
）
各
制
度
の
対
象
拡
充

―
―
を
求
め
て
い
る
。
そ
の

他
、
市
政
運
営
に
関
し
、
コ

ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
へ
の
対

策
や
カ
ジ
ノ
Ｉ
Ｒ
事
業
の
中

止
な
ど
を
訴
え
て
い
る
。

　

４
地
区
は
要
望
を
も
と

に
、
今
後
大
阪
市
と
懇
談
を

予
定
し
て
い
る
。

　

協
会
の
大
阪
市
内
４
地
区

（
北
部
、
東
部
、
西
部
、
南

部
）
は
８
月
30
日
、
口
腔
保

健
事
業
や
医
療
費
助
成
制

度
、
歯
科
医
療
機
関
の
経
営

支
援
な
ど
４
分
野
54
項
目
に

つ
い
て
、
大
阪
市
に
要
望
書

を
提
出
し
た
。

　

口
腔
保
健
事
業
で
は
、
子

ど
も
の
口
腔
保
健
を
め
ぐ

り
、
乳
幼
児
歯
科
健
診
の
対

象
年
齢
拡
大
や
、
支
援
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
・
世
帯
を

支
援
す
る
「
大
阪
市
こ
ど
も

サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
」
事
業
と

連
携
し
た
同
行
受
診
を
位
置

づ
け
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
。

　

今
年
度
の
要
望
で
は
、
障

が
い
者（
児
）歯
科
に
関
し
、

そ
の
家
族
を
含
め
た
歯
科
受

診
の
保
障
、
医
療
提
供
体
制

の
拡
充
を
新
に
追
加
し
た
。

　

医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い

て
は
、
市
独
自
の
「
福
祉
医

療
費
助
成
制
度
」
と
し
て
▽

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

所
得
制
限
の
撤
廃
▽
高
齢

者
、
難
病
患
者
・
障
が
い
者

　

成
人
歯
科
健
診
は
府
内
全

市
町
村
で
実
施
し
て
い
る

が
、
対
象
年
齢
に
は
大
き
な

格
差
が
あ
る
。
一
定
の
年
齢

に
な
れ
ば
毎
年
受
け
ら
れ
る

自
治
体
は
、
守
口
市
と
岬
町

の
15
歳
以
上
を
筆
頭
に
、
高

槻
市
・
島
本
町
18
歳
以
上
、

池
田
市
・
忠
岡
町
・
田
尻
町

20
歳
以
上
、
豊
中
市
・
吹
田

市
30
歳
以
上
と
続
く
。

　

一
方
で
、
半
数
の
自
治
体

は
数
年
に
１
回
し
か
受
け
ら

れ
な
い
制
度
に
な
っ
て
い

る
。
堺
市
は
対
象
者
を
「
30

歳
、
35
歳
、
40
歳
…
…
」
と

５
歳
刻
み
に
設
定
。
大
阪
市

は
40
歳
以
上
で
同
じ
く
５
歳

刻
み
。
最
低
水
準
の
交
野
市

・
河
内
長
野
市
・
高
石
市
な

ど
９
市
町
村
は
40
歳
以
上
で

10
歳
刻
み
と
、
10
年
に
１
回

し
か
受
け
ら
れ
な
い
。

　

う
蝕
や
歯
周
病
は
早
期
発

見
・
早
期
治
療
が
欠
か
せ
な

い
。
少
な
く
と
も
毎
年
受
診

で
き
る
よ
う
制
度
の
大
幅
な

拡
充
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

大阪社保協大阪社保協

全市町村全市町村
アンケートアンケート

成人歯科健診

　

協
会
が
８
月
６
日
に
開
い

た
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
危
機
か
ら
考
え
る

『
中
国
脅
威
論
』
と
日
米
同

盟
の
リ
ス
ク
」
に
参
加
し
た

江
原
豊
氏
（
堺
市
）
の
感
想

を
紹
介
す
る
。

　
　
　
　
　

◇

　

日
本
で
生
活
す
る
ほ
と
ん

ど
の
人
が
信
じ
て
き
た
。

「
日
本
の
平
和
は
米
国
が
維

持
し
て
く
れ
る
」「
米
国
に

つ
い
て
い
け
ば
間
違
い
な

い
」―

―

と
。
講
演
し
た
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
布
施
祐
仁

氏
は
そ
の
迷
信
・
神
話
を
理

論
的
に
否
定
し
た
。

　

誤
解
さ
れ
て
は
困
る
が
、

米
国
が
守
っ
て
く
れ
な
い
な

ら
自
国
で
軍
備
拡
張
せ
よ
と

い
う
意
味
で
は
な
い
。
日
米

同
盟
（
日
米
安
保
条
約
）
は

そ
も
そ
も
米
国
が
日
本
を
守

る
も
の
で
は
な
く
、
米
国
の

国
益
追
求
以
外
の
何
物
で
も

な
い
の
だ
。

　

布
施
氏
の
著
書
で
は
戦
後

の
日
米
関
係
の
変
遷
が
細
か

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
恐
ろ

し
い
の
は
、
①
日
本
全
土
を

潜
在
的
な
米
軍
基
地
と
し
て

使
用
で
き
る
②
米
軍
司
令
官

は
日
本
国
内
に
お
け
る
米
軍

配
備
に
つ
い
て
一
切
の
制
限

を
課
せ
ら
れ
な
い
―
―
の
２

点
が
日
米
安
保
条
約
の
本
質

で
あ
る
と
い
う
結
論
だ
。

　

さ
ら
に
米
国
が
同
盟
国
の

ミ
サ
イ
ル
基
地
か
ら
他
国
に

核
攻
撃
し
た
場
合
、
発
射
基

地
へ
の
核
に
よ
る
報
復
は

「
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
の
が
米
軍
部

の
基
本
方
針
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
日
本
の
基
地
へ
の
核

攻
撃
は
容
認
す
べ
し
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

陸
上
自
衛
隊
の
弾
薬
庫
が

建
設
さ
れ
た
宮
古
島
の
住
民

の
「
ミ
サ
イ
ル
を
撃
っ
た
ら

仕
返
し
を
く
ら
う
か
ら
反
対

さ
。
戦
争
に
な
っ
た
ら
み
ん

な
死
ぬ
覚
悟
を
し
な
い
と
だ

め
さ
。
い
ま
の
兵
器
は
一
発

で
み
ん
な
イ
チ
コ
ロ
。
逃
げ

た
っ
て
無
駄
さ
」
と
い
う
言

葉
が
重
く
の
し
か
か
る
。

　

布
施
氏
は
ド
・
ゴ
ー
ル
元

フ
ラ
ン
ス
大
統
領
の
「
同
盟

と
は
共
に
戦
う
こ
と
は
あ
っ

て
も
決
し
て
運
命
を
共
に
す

る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う

言
葉
を
引
用
し
、「
米
国
も

ま
た
日
本
と
最
後
ま
で
運
命

を
共
に
す
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し

て
い
る
。

　

「
戦
争
有
事
」
と
軽
く
言

う
が
、
自
由
も
人
権
も
生
命

も
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。
戦
争

な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
12
％
、

食
料
自
給
率
38
％
の
日
本
が

戦
争
す
る
な
ど
不
可
能
で
あ

る
。
憲
法
前
文
と
９
条
を
武

器
に
核
兵
器
廃
絶
、
仲
介
外

交
に
邁
進
す
る
し
か
平
和
を

守
る
道
は
な
い
。
さ
も
な
く

ば
、
日
本
は
米
国
を
守
る

傘
、
盾
に
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

厚
労
省
は
８
月
25
日
、
２
０
２
３
年
度
予
算
の
概
算
要
求

を
公
表
し
た
。
一
般
会
計
の
要
求
額
は
総
額
33
兆
２
６
４
４

億
円
で
22
年
度
当
初
予
算
比
１
・
９
％
増
。
こ
の
う
ち
年
金

・
医
療
な
ど
の
経
費
と
し
て
31
兆
２
６
９
４
億
円
を
計
上
し

た
。
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
自
然
増
は
５
６
０

０
億
円
と
抑
え
込
ん
で
お
り
、
社
会
保
障
の
国
民
負
担
増
・

給
付
削
減
路
線
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
で

医
療
機
関
が
疲
弊
す
る
な

か
、
医
療
提
供
体
制
の
強
化

や
医
療
機
関
の
経
営
支
援
策

が
求
め
ら
れ
る
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
の
大
半
は
金
額
を

示
さ
な
い
「
事
項
要
求
」
と

し
た
。
病
床
確
保
の
支
援
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
体
制
確

保
、
介
護
事
業
所
の
サ
ー
ビ

ス
継
続
支
援
な
ど
は
感
染
状

況
を
踏
ま
え
、
年
末
ま
で
に

金
額
を
決
め
る
見
通
し
。

　

地
域
医
療
構
想
や
医
師
偏

在
対
策
に
は
９
１
０
億
円
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
９
６
２
億
円
を
そ
れ

ぞ
れ
計
上
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
シ
ス
テ
ム
関
連
を
含
む

「
医
療
分
野
・
介
護
分
野
に

お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
」
に

は
、
22
年
度
当
初
予
算
の
約

６
倍
に
あ
た
る
96
億
円
を
盛

　

防
衛
省
は
２
０
２
３
年
度

予
算
の
概
算
要
求
で
過
去
最

大
の
５
兆
５
９
４
７
億
円
を

計
上
し
た
。
金
額
を
明
ら
か

に
し
な
い
「
事
項
要
求
」
が

多
数
盛
り
込
ま
れ
、
年
末
に

最
終
決
定
さ
れ
る
予
算
案
で

は
６
兆
円
台
半
ば
に
な
る
と

見
込
ま
れ
て
い
る
。
社
会
保

障
費
抑
制
の
一
方
で
、
軍
事

費
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
（
約
11

り
込
ん
だ
。
不
要
不
急
の
事

業
に
巨
額
の
予
算
を
投
じ
よ

う
と
し
て
い
る
。

　

歯
科
関
連
で
は
、
歯
科
保

健
課
の
要
求
額
が
41
億
５
９

０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度

か
ら
２
割
増
加
し
た
。
国
民

皆
歯
科
健
診
推
進
事
業
と
し

て
就
労
世
代
の
歯
科
健
康
診

査
等
推
進
事
業
の
拡
充
し
、

歯
周
病
等
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

ツ
ー
ル
開
発
支
援
事
業
を
新

設
し
た
。
８
０
２
０
運
動
・

口
腔
保
健
推
進
事
業
で
は
、

歯
科
健
診
へ
の
取
り
組
み
の

支
援
を
加
え
た
。

兆
円
）
以
上
へ
の
増
額
を
目

指
す
自
公
政
権
の
政
策
を
反

映
し
た
概
算
要
求
に
な
っ
て

い
る
。

　

軍
事
費
の
中
身
は
、
長
距

離
ミ
サ
イ
ル
の
配
備
や
攻
撃

型
無
人
機
の
整
備
な
ど
「
敵

基
地
攻
撃
」
可
能
な
兵
器
が

盛
り
込
ま
れ
た
。
専
守
防
衛

を
逸
脱
し
、
軍
拡
路
線
を
鮮

明
に
し
て
い
る
。

厚
労
省　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
は
大
幅
増

防
衛
省

社
会
保
障
費
抑
制
が
鮮
明

2023年度2023年度
概算要求概算要求

サマーセミナーに参加して

安保条約の本質を見た
江原豊（堺市）

市
に
要
望
書
提
出

大阪市内
４ 地 区


